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1 は じ め に

青森県では7月 L旬から8月 下旬までのリンゴ病害虫防

除回数を現行の 6回から1回削減し,5回 とする防除体系
を検討している。本研究では,こ の期間の最重要病害の一

つである斑点落葉病を対象に,防除回数削減の可能性を探っア、

2試 験 方 法

(D 接種試験
1994年にはボット植えの `北斗' 1998年 には同じく ス
ターキングデリシャス'を用いて,表 1,2に示した供試
薬剤の防除効果を検討した。供試薬剤は,電動式噴霧器を
用いて樹全体に散布した。供試数は各区5ポ ットとした。

薬剤散布の15日 後に11× 10'個/mlに調整した斑点落葉病
菌の分生子懸濁液を噴霧接種し,1994年の試験では25℃・

湿室,1998年 の試験では20℃・湿室の接種箱にそれぞれ24

時間,17時間保持した。対照区は両年次とも,有機銅水和
剤 (80)1,200倍 とし,散布10日 後に病原菌を接種した。
接種6日後に薬剤散布時にマークした展開葉から基部方向

に向かって1994年では5枚目まで,1998年 では7枚目まで

を対象として発病状況を調査し,発病葉率と1葉あたり病
斑数を求めた。

9)圃場試験
りんご試験場内C2号圃の `ス ターキングデリシャス '

を供試し,1994年から1998年までの 5年間,7月 から8月
の各時期に表 3～ 7に示した薬剤を約15日間隔で散布した

(以下,削減区)。 対照区では有機銅水和剤 (80)1,200倍
を約10日 間隔で散布した。供試樹数は1994年から1997年ま

では各区 3樹 ,1998年は各区 2樹とした。各年次とも9月
上旬ころに,1樹あたり20新梢の全葉について発病葉数を
発病指数別 (0:発病なし, 1:病斑数 1～ 5,2:病 斑
数 6～ 10,3:病斑数11～30,4:病斑数31～ 50, 5:病
斑数51以上,6:落葉)に調査し,発病度を下記の式によっ
て求めた。

発病度=Σ (程度別発病葉数×指数)■ (調査葉数×6)X100
0)現地試験
1998年 ,南津軽郡藤崎町の現地圃場において7月上旬か
ら8月 下旬までの間,15日 間隔で防除する削減区 (約20a)

と約10日 間隔で防除する慣行区を設け,表 8のように散布
した。 9月 11日 に `ス ターキングデリシャス . 王林'及

表 1 ポット植え `北斗'における各種薬剤の斑点落
葉病に対する防除効果 (1994)

ジラム・チウラム水和剤  600
プ ロ ピ ネ ブ 水 和 剤   500
キャプタン,有機銅水和剤  500
イミツタタジン酢酸塩液剤 1500
キクプタン.ホセチル細剤  800
有機鋼水和剤(ll)加用 1200
+|オ |ン ンAL水和剤 1000
(対照)有機鋼水和剤(m)1200   25    16    04  999
無  散  布 - 25 100 3882
注 防除価-1-((無散布区の 1葉あたり病斑数-1葉
あたり病斑数)■無散布区の 1葉あたり広醐数)X10o

表2 ポット植え `ス ターキングデリシャス'に おける
各種薬剤の斑点落葉病に対する防除効果(1998)

ルt劉ム・ジユ.チ ,ラ琳調 1000  133
ンプロジエル.ジラム水和剤  500    147
TPヽ  フ ロ ア プ リ

'  1000    154クレツキンムメ
",ヽ

ライフロアプル  3000    154

有機鋼水和剤(m)1200  147
樹照)有機鋼水和耐(m) 1200   147

25      16     02   999
25      20     05   99 1

25      64     33   99 1

25     100    237   939
25      4     36   99 1
25       9     1 4   996

20     05    893
8    01    979
20     04    91 5

56      1 3     72 3

58     2 7    42 5

59    20    574
笙  散   布 -   147  86   47
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注 防除価は表 1に同じ。

表 3 `ス ターキングデリシャス'圃場試験の散布経
過と斑点落葉病の発生状況 (1994)

布経過 調査葉数発病葉率 発病度
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KN:有機銅水和剤 (80)

び `ふ じ'の各区 3樹についてi圃場試験に準 じて発病状
況を調査し,発病葉率と発病度を算出した。

3 試験結果及び考察

0)接種試験
1994年 と1998年の両年とも,接種15日前に散布したすべ

ての薬剤は,接種10日 前に散布 した有機銅水和剤 (80)

倍 数  調査葉数 発病葉率(%)病斑数/葉  防除価
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表 4 `ス ターキングデリシャス'

過と斑点落葉病の発生状況

圃場試験の散布経

(1995)

表 7 .ス ターキングデリシャス'圃場試験の散布経
過と斑点落葉病の発生状況 (1998)

二

ＫＮ

鵬
嚇
駆

ｎ

・

駆

・

ＫＮ

．

駅

）

網

鰍

０

０

■

王

．　

．

ＫＮ

．

ＫＮ

ぶ

・　

・

い

０

い

・

鰍
側
椰
櫛

KN   358  16 8  25
-   367  452  69

―  W  ―
― KNttPO ―

KN  ―   KN

”

”

ANlプロピネブ水和剤     POlポ リオ■シンAL水和剤
be:イ ミノクタジン酢酸塩液剤 ACIキ ャプタン・ホセチル水和剤

表 5 `ス ターキングデリンャス'圃場試験の散布経
過と斑点落葉病の発生状況 (1996)

散布経過     調曇数齢発率発病度
試験区 7/19  29  8/1   9   16   カ   00       (%)

織区AN po ― be h ― be■ kn ― К・ po 403 42
対照区 KN  KN   ―   KN   ―   Kヽ   Kヽ   311   210
無散布 ―  ―  ―   ―  ―   ―  -  311  W2
po:ポ リオキシンAL水和剤 kn:有機銅水和剤 (80)

表 6 `ス ターキングデリシャス'圃場試験の散布経
過と斑点落葉病の発生状況 (1997)

散布経過 譴戴 茄辮 賄度

"

肖1減区BIイ ミノクタツン,有機銅水和剤 (BK)散布
消は区S:ク レツキシムメチルドライフロアプル (ST)散布
削減区p:ポ リオキシンAL水和剤倍1回加用

PC:ポ リオキシン・ キャプタン水和剤1,OIXl倍
PA:ジ ラム・ チゥラム水和剤600倍
PR:ピ リメタル・ ジラム・ チウラム水和剤1,000倍
CA:キ ャプタン水和剤800倍

KN  438  29 3
-  412  7'2

蔀 ソ16 ●  ∞ 8ハ  !2 18 2
―  Kヽ―∞  ―

―  KN― RO  ―

Кヽ   一   Kヽ

硼  91 17
躙  76 13
411 473 97
鰤  ■7 146

Kヽ
―
Pll

Kヽ
―R0

藤
96
67

17
11

林  削減区
慣行区

８‐

１０RO:イ プロジオン水和剤
削減区P:ポ リオキシンAL水和剤 2回加用区
肖1減区R:イ プロジオン水和剤倍 2回加用区

1,200倍と同等以上の防除効果を示した (表 1,2)。
12)圃場試験

1994年 :有機銅水和剤 (80)1,200倍の削減区では,対

照区よりも明らかに防除効果が劣った (表 3)。

1995年 :プロピネブ水和剤51Xl倍又はアリエッティC水

和剤800倍 にポリオキシンAL水和剤1,OIXl倍又はイミノク
タジン酢酸塩液剤2.000倍を加用 した削減区では,対照区

よりも高い防除効果を示した (表 4)。

1996年 :プ ロピネブ水和剤500倍又はアリエッティC水

和剤800倍にポリオキシンAL水和剤2,000倍及びイミノク
タジン酢酸塩液剤2,000倍と有機銅水和剤 (80)1,400倍 を

混用した削減区では,対照区よりも高い防除効果を示 した

(表 5)。

1997年 :有機銅水和剤 (80)1,200倍 にポリオキシン

AL水和剤1,000倍又はイプロジオン水和剤1,200倍を 2回

加用 した削減区では,対照区よりも高い防除効果を

示した (表 6)。  1998年 :イ ミノクタジン・有機銅水和

剤750倍 ,ク レツキシムメデルドライフロアブル3,000倍及

びポリオキシンAL水和剤1,000倍 1回加用有機銅水和剤
(80)1,200倍 の削減区では,対照区よりも高い防除効果を

ふ  じ 削減区   459 5 2        09

慣行区   497   61   10

示した (表 7)。

以上より,有機銅水和剤 (80)1,200倍 を主体とした防

除体系では防除回数を削減できないと考えられた。しかし,

これにポリオキシンAL水和剤又はイプロジオン水和剤
を1～ 2回加用するか,イ ミノクタジン・有機銅水和剤 ,

クレツキンムメチルドライフロアプルを組み合わせること

で,安定した防除効果が得られるものとみなされた。

13)現地試験

削減区の防除効果は慣行区と同程度で,`ス ターキングデ

リシャス',`王林'及び `ふ じ'と も斑点落葉病の発生は

少なかった。

4 ま  と  め

斑点落葉病を対象とした本試験の結果から,7月 から8

月における防除回数を現行の 6回から1回削減し,5回 と

する防除体系の実用性は高いと考えられた。近年,本病に

対して感受性の高い スターキングデリシャス'が減少 し
たことから,その可能性はさらに高まってきている。しか

し,本病は高温・多湿条件下で短期間のうちに多発するこ

とから,さ らに年次をかさねて検討する必要がある。

表8 現地圃場における散布経過

ltr区  6   PA  PC

表9 現地圃場における斑点落葉病の防除効果

デリシャス 慣行区
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